





























The comparison of Down sweep pass and Up sweep pass in
the women's 4 × 100m relay
: Focus on the receiving runner's acceleration in baton passing zone
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平均 72 2.21 2.41 7.7 0.35 0.21 1.16
SD 0.05 0.06 3.2 0.21 0.05 0.06
平均 78 2.21 2.40 7.8 0.43 0.19 1.15
SD 0.05 0.05 2.9 0.20 0.05 0.05




























































































































試技 最高走速度 到達地点 バトンゾーン所要時間
①加速走     9.02 m/s 37.3m 2.38s
②オ―バ―     8.92 m/s 40.2m 2.43s
③アンダー     8.90 m/s 41.1m 2.43s
有意差 ** ** **


















































































































































山梨学院大学  スポーツ科学研究，第２号，11 - 17，2019
16
る時間は大きくなると考えられる。であれば、疾走速
度が高いほど利得距離を稼ぐために、成功と失敗紙一
重のバトンパスを遂行してリスクを高めるよりも、失
敗のリスクを回避することを重視してバトンパス方法
を選択することも必要な戦略であると考えられた。
　両試技において唯一、有意な差が認められたのはバ
トンパス手挙げ動作時間であり、オーバーハンドパス0
秒35、アンダーハンドパス0秒43で（p<0.001）あった。
手を挙げる動作は受け走者の加速を妨げる要因となり、
その時間が長いほど疾走の妨げになる（土江,2005）こ
とが考えられる。また、アンダーハンドパスでは受け
走者が加速しやすい（佐久間ほか,2008）と言われてい
るものの、本研究ではバアンダーハンドパスの方が手
を挙げている時間が長かった。土江（2005）は、アンダー
ハンドの弱点として、渡し走者が目で渡す相手の手を
確認しにくいということを挙げている。アンダーハン
ドの場合、腰の辺りでバトンを渡さなければならず、
オーバーハンドパスのように、目の前で渡す方法に比
べると、目でしっかり確認をして渡すことが非常に困
難であり、短時間でバトンパスが完了する場合はオー
バーハンド、しばらく受け姿勢で走り場合にはアンダー
ハンドが有利である、と報告しており、本研究はこの
示唆を支持する結果が得られた。そこで、本研究では
手を挙げる姿勢の時間の長さがどの程度加速に影響を
するかを検討した。その結果、オーバーハンドパスの
姿勢とアンダーハンドパスの姿勢の両者には加速動態
に差はみられないこと、手挙げ動作開始後約0.4秒以降
で通常の加速時に比べ、両姿勢での疾走時との間に有
意な差（速度の低下）が示唆された。つまり、受け走
者の加速を妨げないようにするためには、いずれのバ
トンパス方法を用いる場合においても手を挙げている
姿勢が加速に影響を及ぼさないようにするために、手
を挙げている時間を0.4秒以内にすることが目標になる
と考えられた。
Ⅴ．結論
　本研究は女子競技者を対象に2つのバトンパス方法
に関して、バトンパスを構成する要素について比較
し、特に、アンダーハンドパスとオーバーハンドパス
の違いが受け走者の加速に及ぼす影響に着目して、バ
トンパス方法に関する基礎的知見を得ることを目的と
した。得られた結論は以下の通りであった。
1）女子競技者を対象にした場合、2つバトンパス方法
に大きな差は認められなかった。
2）受け走者が手を挙げる姿勢を開始して0.4秒よりも
長くなると、通常の加速に比べて、速度に有意な
低下が認められた。
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